
小学校 ５学年 本時学習指導案

１：単元名 「私たちの国土」

２：単元の概略

①我が国の国土の様子，国土の環境と国民生活との関連について地図や地球儀，資料を活用して

調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考え理解する。

３：北方領土教育への視点

○北方領土は日本の領土であるにもかかわらず、ロシア人により不法占拠されている事実を知る。

○北方領土以外でも日本と諸外国の間には多くの領土問題が存在し、外交問題として時折取りざた

されていることを知る。

（全６時間）４：小単元展開の大要

第１時：地図や地球儀を使い世界の中のおおよその日本の位置と様子を理解する。

第２時：国土の広がりと領土について状況を把握する。

第３・４時：いくつかの島をめぐり領土問題が複数の国との間で存在していることを知る （本時）。

第５時：日本の地形と国土の特徴を調べ、まとめる。

第６時：調べたことを発表し、国土の様子について理解する。

５：本時(第３時）の展開概要

主な学習内容と大まかな流れ 指導上の留意点 使用資料等

①日本の国土はどこからどこまでの範囲か確認する。 ・前時までに学習した ・学習カード
②北方領土に日本人がビザをとって上陸したことを知ら 日本の領土につい

導 せる記事を紹介する。 て復習を行う。 ・ ビザ」に「
・どうして日本の場所なのにロシアにお願いして入 ・日本の領土なのにビ ついての言

れてもらっているんだろう。 ザをロシアに申請し 葉の説明
入 ・なぜ日本なのに日本人が自由に入れない場所があ 上陸したことの不思 ・北方四島の

るんだろう。 議さを共通認識させ 地図
る。

学習課題 ・日本の領土なのに日 ・四島の地図
なぜ北方領土は日本の領土なのに日本人が自由に 本人が自由に出入り （北対協作
出りできないんだろう。 できない理由を明ら 製の地図）

かにする。
③北方領土がロシアに占拠されている理由を予想する。 ・ 占拠」という言葉「

・ロシア人が住んでもいいとロシアと約束したから。 を使い、奪われたと
展 ・戦争で負けたからとられた。 いう意味でその理由

・日本よりロシアに近いから黙ってとられた。 を考えさせる。
④占拠されて現在に至るまでの歴史を知る。 ・四島が占領

・戦争中は北方領土は日本の領土で、日本人が住んで ・簡単な略年表を用意 されるまで
いたんだ。 し、戦中から戦後に のおおよそ

・戦争が終わってすぐにソ連が入ってきて島を占拠し ソ連軍に占領される の流れ
たんだ。 までの流れをつかま （敗戦後）

・島に住んでいた人は追い出されて、いまだにふるさ せる。
開 とに帰れないんだ。 ・住民は自分の意志と ・元島民の話

・条約も結んでいたのに、勝手に住みついたんだ。 は関係なく追い出さ （抜粋をプ
・ロシアはひどい国だな。 れた事実に心を寄せ リントし
・なぜいつまでも返してくれないんだろう。 るようにする。 て）

⑤ 年 月にメドべージェフ大統領が国後を訪問し ・メドべージ2010 11
た記事から今後の日本の対応を考える。また、同時期 ・北方領土だけでなく ェフ大統領



に起きた尖閣諸島の問題も紹介し領土について感想を 島国である日本は、 の記事
ま 記入し発表する。 複数の国と島の領有 ・尖閣諸島や

・北方領土以外にも外国と争っている島があるんだ 権をめぐり争ってい 竹島をめぐ。
と ・どうしてそんなに島をほしがるのかな。 ることを知る。 る新聞記事

・日本はもっと、外国に強く言った方がいい。 ・感想発表から、今後 とそれらの
め ・どこの国とも仲良く暮らせるように話し合いをし の学習につながる発 島々が分か

ていくことが大事だと思った。 言に注目させる。 る地図
・学習カード

６：使用資料

2010年７／２９

信濃毎日新聞

2010年8／24
信濃毎日新聞
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これまで四島への大統領の
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2010年11／2
信濃毎日新聞



尖閣諸島問題を報じ

る記事

2010年10月10日
（信濃毎日新聞）

北方領土へのロシア側の対応の変化を

報じる記事

2010年12月19日（信濃毎日新聞）


